RILEM TC204 LTP の活動概要
氏名・所属

加賀谷　誠・秋田大学工学資源学部土木環境工学科・教授

１．委員会立ち上げの背景

　TC204　LTP(Life time performance of materials and structures)は，2002年5月にパリのRILEM本部で第一回会合を持った．委員長は，フィンランド技術研究センター（VTT）の構造工学研究所　所長Asko Sarja教授であった．この委員会の活動は，多忙なSarja委員長の楫取りに依るところが大きく，氏の略歴と当時の研究活動状況の一部を委員会立ち上げの背景として紹介しておく．
　氏は，1979年ヘルシンキ工科大学で工学博士を取得した．1970年から2005年までフィンランド技術研究センターに勤務して，コンクリート材料およびコンクリート構造に関する実務的な研究を行い，多くの国際特許取得などの成果を上げ，RILEMのフィンランド代表になった．2005年に定年退職し，現在はコンサルタント会社Innokasを設立して活動している．
　Prof.Sarjaは，持続可能発展のための土木用コンクリート構造物の維持管理に関する研究プログラムを2001年にEUプロジェクトとして立ち上げて活動を開始した．EUプロジェクトの中にはこの活動に関連した研究グループがいくつか存在しており，建築物や土木構造物の寿命設計および維持管理に関する包括的なヨーロッパ指針を構築する機運があった．CIB/RILEMのいくつかの研究グループを合わせて新しいLIFETIME-Networkを構築しようとするのもその例であり，Euro-International　Networkに対してもEUが支援していた．そのころ，Prof.Sarjaは新しい研究委員会としてW105建設分野における寿命工学を立ち上げ，委員長として活動していた．この委員会の活動は，これより先に活動を終了していたCIBTG22/RILEMTC172「材料と構造の環境工学的設計方法」に関する研究委員会の活動を継承していた．このような流れの中で，本TC204LTPは，建築物および土木構造物の設計時と維持管理における設計耐用期間と性能モデルの指針を示すための基本データをまとめることを目的として発足した．
２．TCLTPの計画とメンバー

　本委員会は，2002年から2004年末まで活動することとしていた．当初の計画は以下の通りであった．
　2002年：現在存在する性能や耐用期間に関するモデルを整理してまとめる．情報交換をメールで行う．

　2003年：最先端の研究結果や情報を構造物の寿命モデル，耐用期間設計および維持管理に適用できるように検討する．また，建築物および土木構造物の統合寿命工学に関する国際会議を12月に開催する．このため，2003年1月にカイロで

第二回の委員会を開催する．
　2004年：建築物および土木構造物の性能モデル，耐用期間設計と維持管理のための指針をまとめる．

　計画された研究内容の概要は以下のようであった．

Ⅰモデルの分析と構築
　(1)コンクリート，レンガ，鋼材，木材の性能モデルの構築

　　物理的，化学的および生物学的性能をミクロ，メソおよび構造的レベルで分析する．

　(2)環境による構造物の劣化を誘発させる荷重モデルの構築

　　力学的（自然による），物理的，化学的および生物学的劣化荷重の構造物への影響を分

析する．

Ⅱ構造物の寿命性能の包括的モデルの中に含まれる各種問題の抽出．

　(1)劣化環境外力の選択と同定のための手法
　(2)劣化環境外力の定性および定量的分類

　(3)材料の長期にわたる物理的，化学的および生物学的性能モデル
　(4)劣化限界状態の定義：使用限界および終局限界

　(5)確率論的および決定論的危険度と信頼度の分析

　(6)設計段階における寿命設計手法

　(7)維持管理計画における寿命性能の予測手法

Ⅲ包括的性能モデルのコンクリート，レンガ，鋼，木構造物への適用性の検討
本委員会のメンバーは以下の通りであった．

委員長：Prof.Asko　SARJA（フィンランド）フィンランド技術研究センター
幹事　：Hannu　VILTANEN（フィンランド）フィンランド技術研究センター

委員　：Dr.Carmen　ANDRADE（スペイン）建設科学協会研究員

　　　　Prof.Fronceis　BUYLE-BODIN（フランス）Lille大学

　　　　Prof.Makoto　KAGAYA（日本）Akita大学

　　　　Prof.Harald　MULLER（ドイツ）Karlsruhe大学
　　　　Dr.Berti　PERSSON（スウェーデン）Lund工科大学

　　　　Dr.Mohmoud　REDA　TAHA（カナダ）コンサルタント技師

３．2回のシンポジウム開催

　本委員会の2回目の会議が2003年1月にカイロで開催される予定であった．しかし，イラク戦争の開戦兆候が高まったため中止となった．その後の開催は，同年12月フィンランドのクオピオ市で開催される国際シンポジウムの前日となり，それまでメールでの意見交換となった．その中で，各委員が国際シンポジウムの学術研究委員会委員となって，論文の査読とシンポジウムでの司会を行う事となった．そのため，本委員会の最終活動となる2006年開催のシンポジウムでも同様の活動を行うこととなった．委員会当初の目的がコンクリート，レンガ，鋼および木材など建設材料各種を対象としたことから，これらに関する研究の専門家を委員会活動に勧誘することとしたが，最終的にはほとんどがコンクリート研究者の集まりとなり，2006年のシンポジウムの開催おいては，テーマに「コンクリート構造物の」と冠して開催することとなった．以下に2回開催されたシンポジウムの概要を示す．
　2003年12月1日から3日まで真冬のフィンランド，クオピオ市において建築物および土木構造物の統合寿命工学に関する交際シンポジウムが開催された．このシンポジウムの主催者は，フィンランド土木学会とフィンランド技術研究センターであり，CIB，RILEM，IABSE，ECCS，ASCEおよびEU-Growth　Research　Programmeの後援があった．3日間で103編の論文が以下のセッションテーマで講演された．
· Integrated　Life-Cycle Design（ILCD）

· Lifetime　Management Systems(LMS)

· Integration of Design and Management Process

· Data　for　Lifetime　Design　and　Management

· Best　Practices　in　Applying　Life-Cycle　Design　and　Management

· EU　Growth　Project　Cluster　Lifetime

· EU　Thematic Network:Lifetime　Engineering

· Structural　Design

　2006年6月12日から14日まで初夏のフィンランド，エスポー市においてコンクリート構造物の耐用期間および使用性能に関するヨーロッパシンポジウムが開催された．このシンポジウムの主催者は，フィンランド土木学会とフィンランド技術研究センターであり，European　Concrete　Societies　Network，CIBおよびRILEMが後援した．3日間で81編の論文が以下のセッションで後援された．

· Lifetime　Strategy,　Planning and Design
· Service Life Planning and Evaluation

· Degradation Mechanics

· Mechanical Lifetime Behavior　and　Service　Life　of　Structures

· Service　Life　Design

· Degradation　Model
· Condition　Assessment

· Monitoring　Methodology

· Optimising　MR＆R　Planning

· MR&R　Technologies

４．おわりに
　TC204LTPの活動の特長は2回のシンポジウム開催によりこの分野の情報の集積を行ったことにあると言えるが，委員長であるProf.Sarjaの熱意によるところが大きいことは言うまでもない．この委員会の活動により委員長の提唱するIntegrated　Lifetime　Designの全貌が見えたが今後さらに活動が継承されるものと思われる．近く，委員会報告がMaterials　and　Structuresに掲載される予定である．

　なお，最近，Prof.Sarja　によって，本委員会の活動と関連する以下の著書が刊行されたので紹介させて頂く．
Asko　Sarja：Predictive　and　Optimising　Life　Cycle　Management　of　Buildings　and　Infrastructures，　667pp.　Taylor＆Francise，London，2006　ISBN　10：0-415-35393-9（hbk）
